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－１－ －４－ 

新
年
の
ご
挨
拶 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
の
正
月
の
天
候
は
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
わ
り
と
の
ん
び
り
三
が
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 昨

年
の
４
月
か
ら
区
長
会
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
公
民
館
は
じ
め
地
区
の
皆
様
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

き
、
な
ん
と
か
残
す
と
こ
ろ
あ
と
３
ヶ
月
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

昨
年
は
２
月
に
記
録
的
な
積
雪
と
な
り
ま
し
た
が
今
年
も

油
断
は
で
き
ま
せ
ん
、
正
月
以
降
北
陸
か
ら
北
日
本
で
は
大

雪
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
的
に
見
て
も
大
規
模
な
森

林
火
災
、
猛
烈
な
寒
波
、
洪
水
が
頻
繁
に
起
こ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。 

１
０
月
に
も
衆
院
選
当
日
に
台
風
に
見
舞
わ
れ
漁
業
関
係

に
多
大
な
被
害
が
で
ま
し
た
が
、
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
来
る
と
言
う
言
葉
を
こ
れ
ほ
ど
実
感
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

今
年
は
災
害
の
無
い
平
穏
な
１
年
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の

で
す
。 

こ
の
２
月
に
は
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
秋
に
は
２
巡
目
の

福
井
国
体
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
が
小
浜
市
で
も
軟
式
野
球
、

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
イ
ン
グ
、
ラ
グ
ビ
ー
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
の

正
式
競
技
が
実
施
さ
れ
、
こ
の
内
外
海
地
区
に
も
多
く
の
選

手
の
方
々
が
宿
泊
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
精
一
杯
の
お

も
て
な
し
を
し
て
ぜ
ひ
と
も
大
会
を
成
功
さ
せ
た
い
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
大
会
が
末
永
く
続
け
ら
れ
る
平
和
な
日
本

が
続
く
こ
と
を
、
ま
た
内
外
海
の
皆
様
の
末
長
い
ご
多
幸
を

願
い
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

内
外
海
地
区 

区
長
会
長 

 
 

濱
本 

彦
幸 

成
人
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す 

１
月
７
日
（
日
）
文
化
会
館
に
て
今

年
の
小
浜
市
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
７
４
名
が
出
席
さ
れ
、
内
外
海

地
区
の
対
象
者
は
次
の
方
々
で
し
た
。

謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

伊
勢 

竜
也 

（
甲
ヶ
崎
） 

宮
脇 

尚
登 

（
甲
ヶ
崎
） 

大
橋 

和
明 

（
仏
谷
） 

野
村 

柚
日
莉
（
堅
海
） 

才
場 

美
波 

（
阿
納
） 

田
邊 

真
菜 

（
志
積
） 

伊
坂 

沙
都 

（
田
烏
） 

大
谷 

葉
留
奈
（
田
烏
） 

小
網 

彩
那 

（
田
烏
） 

清
水 

康
平 

（
田
烏
） 

（
順
不
同 

敬
称
略 

 

小
浜
市
成
人
式
対
象
者
名
簿
よ
り
） 

  

こ
と
で
す
が
、
こ
の
静
か
な
浦
に
思
い

も
か
け
ぬ
慶
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
七
年
四
月
二
十
三
日
の
こ

と
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
小
浜
行
幸
が

あ
り
、
こ
の
浦
に
も
御
巡
幸
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

堅
海
小
学
校
の
児
童
生
徒
た
ち
は
日

の
丸
の
小
旗
で
お
迎
え
し
村
人
た
ち
は

桟
橋
に
額
づ
い
て
奉
迎
、
大
漁
旗
船
の

ひ
し
め
く
中
、
御
召
艇
に
お
乗
り
に
な

っ
た
両
陛
下
は
当
時
の
今
島
市
長
の
お

勧
め
で
は
ま
ち
釣
り
に
興
じ
ら
れ
、
大

層
お
よ
ろ
こ
び
に
な
ら
れ
た
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成

十
六
年
に
新
築
さ
れ
た
お
寺
の
境
内
に

御
製
の
歌
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

（
次
号
へ
続
く
） 

 
 

倉
谷
千
惠
子 

  

仏
谷
、
何
と
尊
い
字
名
で
し
ょ
う
。 

“
前
は
海 

う
し
ろ
は
弥
陀
の
佛
谷
”

と
詠
わ
れ
、
御
仏
の
大
き
な
お
慈
悲
に

包
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
穏
や
か
な
里
で

す
。
集
落
の
前
の
海
に
は
児
島
が
浮
か

び
、
潅
木
生
い
茂
る
静
か
な
た
た
ず
ま

い
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
は
か
つ
て
葛
屋
の
家
も
あ
り
お

墓
、
お
寺
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が

今
は
無
人
島
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

若
狭
浦
か
ら
仏
谷
浦
に
か
け
て
波
静

か
な
こ
の
良
港
は
千
石
船
な
ど
の
帆
船

の
避
難
地
と
し
て
も
の
役
割
を
は
た
し

て
い
た
所
で
す
。 

昭
和
三
十
年
代
、
大
飯
町
の
三
共
養

魚
株
式
会
社
に
よ
っ
て
、
と
ら
ふ
ぐ
、

は
ま
ち
の
養
魚
場
と
な
っ
て
い
た
頃
の 

あ

ざ

な 

   

こ

じ

ま 

か
ん
ぼ
く 

 

く

ず

や 

犬
熊
区 

舟
祝
い 

   

【 

２
月
の
休
館
日 

】 

５
日
（
月
） 

11
日
（
日
）
建
国
記
念
の
日 

12
日
（
月
） 

18
日
（
日
）
家
庭
の
日 

19
日
（
月
） 

26
日
（
月
） 

西
小
川
区 

弓
打
ち
神
事 

   

波
も
な
き 

浦
を
巡
れ
ば 

と
ら
ふ
ぐ
も 

 
 

 
 

 
 

は
ま
ち
も
あ
ま
た 

遊
べ
る
が
見
ゆ 

（
昭
和
三
十
八
年 

新
年
の
御
製
）  

 

ふ
る
さ
と
の
み
仏
を
訪
ね
て 

① 

仏
谷
浦 

 

昭和天皇御製の歌碑 

 

御召艇船上の天皇皇后両陛下 

内外海歳時記 ～ 元日の風景 

 

ま
ち
づ
く
り
座
談
会 

婦
人
会
編 

１
月
16
日
（
火
）
久
須
夜
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
、
内
外
海
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
婦
人
会
の
座
談
会
が
開
か
れ
、
参

加
者
か
ら
は
、
各
区
や
ご
近
所
で
の
生

活
に
密
着
し
た
課
題
が
多
く
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
例
え
ば
、 

・ 

バ
ス
の
本
数
や
時
間
か
ら
、
若
高
・

若
狭
東
高
へ
の
通
学
が
困
難
。
家
族

に
よ
る
送
迎
も
負
担
が
大
き
い 

・ 

婦
人
会
へ
の
入
会
者
減
少 

・ 

人
口
減
少
や
空
き
家
増
加
が
進
み

区
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と 

な
ど
多
く
の
問
題
が
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。 

 



                                   

－３－ 

－ 

－２－ 

市
老
連

第
５
回
親
善
卓
球
大
会 

１
月
19
日
（
金
）
市
民
体
育
館
に
て

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
親
善
卓
球
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
外
海
地
区

か
ら
は
２
名
が
参
加
、
決
勝
進
出
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
良
い
汗
を
か
き

ま
し
た
。 

 

 

市
体
協 

地
区
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会  

１
月
14
日
（
日
）
市
民
体
育
館
に
て

小
浜
市
地
区
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

が
開
催
さ
れ
、
内
外
海
地
区
か
ら
は
７

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

新
年
最
初
の
市
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

内
外
海
地
区
が
選
手
宣
誓
と
あ
っ
て
、

幸
先
良
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
予
選
突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
お
内
外
海
地
区
は
２
月
４
日

（
日
）
地
区
対
抗
卓
球
大
会
（
市
民
体

育
館
）
に
も
出
場
し
ま
す
。
こ
ち
ら
も

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 

［
試
合
結
果
］ 

内
外
海 

０
‐
３ 

小
浜 

内
外
海 

１
‐
２ 

口
名
田 

大
会
優
勝 

… 

小
浜
地
区 

［
大
会
結
果
］ 

個
人
戦
・
低
学
年
の
部 

優
勝 

濱
頭 

紅
音 

（
阿
納
） 

２
位 

呉
服 

泰
雅 

（
甲
ヶ
崎
） 

３
位 

瀬
川 

玲
於 

（
甲
ヶ
崎
） 

個
人
戦
・
高
学
年
の
部 

優
勝 

呉
服 

ひ
な
た
（
甲
ヶ
崎
） 

２
位 

下
丞 

陽
太 

（
阿
納
） 

３
位 

上
中 

保
奈
実
（
甲
ヶ
崎
） 

団
体
の
部 

 
 

優
勝 

田
烏
Ｃ
チ
ー
ム 

 
 

２
位 

田
烏
Ａ
チ
ー
ム 

  

 

１
月
21
日
（
日
）
久
須
夜
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
、
第
41
回
内
外
海
子
ど
も
会

カ
ル
タ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
個
人
戦
低
学
年
の
部
に
13
名
、

高
学
年
の
部
に
７
名
、
団
体
３
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
し
た
。
保
護
者
を
含
め
約

70
名
と
な
り
、
会
場
は
熱
気
で
一
杯
で

し
た
。 

「
カ
ル
タ
は
ス
ポ
ー
ツ
」
の
言
葉
の
通

り
、
大
会
は
集
中
力
と
瞬
発
力
が
ぶ
つ

か
り
、
緊
張
し
た
空
気
の
な
か
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
大

会
ま
で
各
区
に
お
い
て
保
護
者
の
方
々

の
協
力
の
も
と
練
習
し
て
き
た
成
果
を

発
揮
で
き
た
よ
う
で
し
た
。 

 

 

内
外
海
子
ど
も
会 

カ
ル
タ
大
会 

 


